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特別損失等の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ

記

　当社は、平成22年9月1日開催の取締役会において、特別損失等を計上することを決議いたしま
した。また、これに伴い最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年6月7日の第1四半期決算発表時に
公表した平成23年1月期の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。

１．業績予想数値の修正について

平成23年1月期第2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成22年 2月 1日 ～ 平成22年 7月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1 株 当 た り
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 642 △ 272 △ 245 △ 240 △ 36.43 前回発表予想( )
今回修正予想(Ｂ) 816 △ 122 △ 109 △ 179 △ 27.24 
増減額(Ｂ－Ａ) 174 149 136 60 
増減率（%） 27.1 ―　 ―　 ―　

(ご参考)前期第2四半期実績
（平成22年1月期第2四半期）

595 △ 369 △ 246 △ 372 △ 56.40 

平成23年1月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年 2月 1日 ～ 平成23年 1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株 当 た り売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 株 当
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,368 △ 461 △ 408 △ 408 △ 61.82 
今回修正予想(Ｂ) 1,581 △ 179 △ 140 △ 308 △ 46.73 
増減額(Ｂ－Ａ) 213 281 268 99 
増減率（%） 17.0 ―　 ―　 ―　

(ご参考)前期実績
（平成22年1月期）

1,322 △ 671 △ 599 △ 928 △ 140.60 

平成23年1月期第2四半期(累計)個別業績予想数値の修正（平成22年2月1日 ～ 平成22年7月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1 株 当 た り
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 568 △ 171 △ 141 △ 142 △ 21.56 
今回修正予想(Ｂ) 783 △ 59 △ 39 △ 115 △ 17.55 
増減額(Ｂ－Ａ) 215 111 101 26 
増減率（%） 37 9 ― ― ―増減率（%） 37.9 ―　 ―　 ―　

(ご参考)前期第2四半期実績
（平成22年1月期第2四半期）

567 △ 208 △ 78 △ 215 △ 32.63 



平成23年1月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年2月1日～平成23年1月31日 ）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株 当 た り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭 

前回発表予想(Ａ) 1,174 △ 343 △ 283 △ 286 △ 43.44 
今回修正予想(Ｂ) 1,478 △ 113 △ 64 △ 236 △ 35.87 
増減額(Ｂ－Ａ) 303 229 219 49 
増減率（%） 25.8 ―　 ―　 ―　増減率（ ）

(ご参考)前期実績
（平成22年1月期）

1,262 △ 399 △ 311 △ 654 △ 99.05 

修正の理由
(1)第２四半期累計期間
　第２四半期累計期間における連結業績は、国内においては産業機器関連での回復、海外では市
場全体での回復により売上は174百万円増加し816百万円となる見込みであります。損益面では経
費削減並びに受注回復による稼働率の改善により営業損失は減少し122百万円の損失、経常損失費削減 受注回復 稼働率 改善 営業損失 減 百 円 損失、経常損失
は減少し109百万円の損失となる見込みであります。当期純損失は投資有価証券売却損により損失
の減少は小幅に止まり179百万円の損失となる見込みであります。
　個別業績の修正理由につきましては連結業績の修正理由に記載の内容のとおりであります。売
上は215百万円増加し783百万円となる見込みであります。営業損失は減少し59百万円の損失、経
常損失は減少し39百万円の損失、当期純損失は減少し115百万円の損失となる見込みであります。

(2)通期
　通期業績は第２四半期累計期間における連結業績見通しに加え、第３四半期以降につきまして　通期業績は第２四半期累計期間における連結業績見通しに加え、第３四半期以降に きまして
は、市場は引き続き持ち直し傾向にあることから、通期の売上高は当初の予想より213百万円増加
し1,581百万円となる見込みであります。損益面では国内での希望退職における人件費の削減並び
に中国子会社への生産移管伴う利益改善により営業損失は減少し179百万円の損失、経常損失は減
少し140百万円の損失となる見込みであります。当期純損失については第３四半期における特別退
職金により損失の減少は小幅に止まり308百万円の損失となる見込みであります。
　個別業績の修正理由につきましては連結業績の修正理由に記載の内容のとおりであります。売
上高は303百万円増加し1,478百万円となる見込みであります。営業損失は減少し113百万円の損
失、経常損失は減少し64百万円の損失、当期純損失は減少し236百万円の損失となる見込みであり

（注意事項）

　上記に記載した予想は、作成日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

失、経常損失は減少し64百万円の損失、当期純損失は減少し236百万円の損失となる見込みであり
ます。

２．特別損失等の計上について

(1)投資有価証券売却損について
　　平成23年１月期第２四半期において、当社が保有する外国債券等の売却に伴い、投資有価証
　券売却損が発生したため、特別損失として投資有価証券売却損18百万円を計上することといた
　しました。

(3)特別退職金の計上について
　　平成23年１月期第３四半期において、希望退職者に対する特別加算金等の支給に伴い、特別
　損失として特別退職金約94百万円を計上する予定であります。

(2)賞与引当金戻入益の計上について
　　平成23年１月期第２四半期において、賞与引当金戻入益が発生したため、特別利益として
　賞与引当金戻入益11百万円を計上することといたしました。

以　上


